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1. は じ め に

超高齢社会になった昨今，聴覚・視覚など感覚
器機能や運動機能の衰えにより，日常生活に不便
を感じる人も増加している。健常者を中心に設計
されてきた現在の様々な環境を，誰もが使い易い
ように「音バリアフリー」の観点に立って改めて
見直し，問題解決を図ることなどを役割とし，学
会の社会貢献の一端を担うべく，「音バリアフリー
調査研究委員会」がスタートした [1]。2006年 9
月に初回委員会が開催されてから早 2年半，委員
会の活動を振り返りつつ，本学会における音バリ
アフリー分野の展開を追ってみる。

2007年 3月の春季研究発表会では，音バリアフ
リーに関する初めてのスペシャルセッション「補
聴器システムによる “聞こえ” 支援 “音バリアフ
リーの実現を目指して”」が開催された。本学会
会員にも現状を十分に理解してもらうと共に，多
くの協力を得て問題解決の展望を切り開くため，
メーカや研究者のみならず，聴覚障害をお持ちの
方にも参加していただき，補聴器や補聴システム
についてユーザの視点からも議論がなされた [1]。
一方，スペシャルセッション実施に関連して，各
研究分野によって「音バリアフリー」の捉え方が
様々であることも議論された。そこで，“音バリア
フリー” に関する共通認識を構築すべく，まず委
員会内で「現状と課題」を担当ごとに調査するこ
ととなった。結果は 2007年 6月の聴覚研究会に
おいて報告され [2]，そのサマリーは本誌 63巻 12
号の解説「音バリアフリーの現状と課題」にもま
とめられた [3]。
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更に 2008年には，春季と秋季の研究発表会に
てスペシャルセッションをそれぞれ企画。春には
「生活『音』環境と音バリアフリー」と題して，バ
リアフリー新法，ユニバーサルデザイン，視覚障
害・聴覚障害等に関する招待講演のほか，建築空
間，音デザインや難聴など音バリアフリーに関す
る一般講演も多数あった。「音バリアフリー」を制
度の整備，インフラストラクチャ整備促進のため
の行政への働きかけ，協力等を含めて社会全体と
して考えていくことの重要性が確認された。同年
秋には「障がい者のための教育と音響学の関わり」
というテーマで，音響教育調査研究委員会等と共
催で開催した。教育と支援を中心に，招待講演と
一般講演のほか，パネルディスカッションにおい
て活発な議論が行われた。
そして 2009年 3月からは，よりまとまった議

論ができる場として，新しく音支援（音バリアフ
リー）に関する分野が研究発表会に常設されるこ
とになった。本分野では，バリアフリー，ユニバー
サルデザイン，音響福祉/福祉音響，コミュニケー
ションエイド，音案内，補聴，アシスティブデバ
イス，障害者・高齢者支援，障害者教育，障害者・
高齢者・子供のための音環境，高齢社会等をキー
ワードに，広く様々な周辺領域も含めて音支援・
音バリアフリーのテーマを取り扱う。本学会にお
いては，これまでも各分野で関連する研究や発表
が多数行われてきているが，既存の研究分野の枠
を超えて一堂に会することで，更に発展的な議論
がなされることが望まれる。

2. 本小特集について

音バリアフリーのテーマを追求していくと，そ
こには図–1のように「社会」という枠組みの中で
「人と人」，「人と環境」の関わりが見えてくる。本
小特集では，その中の六つの視点から「音支援（音
バリアフリー）」を考えたい。
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図–1 音バリアフリーに関わる概念図（文献 [10]の図を改変）

「音声コミュニケーションに関わるバリアフリー」
では，聴覚情報の受信にバリアがある場合，音声
発話にバリアがある場合など，音声コミュニケー
ションに関わるバリアフリーに焦点を当てる [4]。
「聴覚に関わるバリアフリー」では，聴覚障害児教
育や聴覚の加齢変化と高齢者の心理との関わり，並
びに補聴援助機器について焦点を当てる [5]。「都
市・建築空間における音バリアフリー」では，非常
時の情報伝達におけるバリアに始まり，空間内の
音声伝送の品質・評価や，誘導鈴を含む音響信号
による「音案内」までを概説する [6]。「視覚障害者
の音情報利用」では，視覚障害者の聴覚空間認知
機構とその教育・訓練・今後の展望について述べ，
音によるバリアフリー政策の経緯，現状，問題点，
解決策について紹介する [7]。「バリアフリー法と
その実践」では，バリアフリー法に至るまでの経緯
や法体系の内容，近年の具体的取り組み，並びに今
後の展望について述べ，五感重視のまちづくりに
ついての考察や住民参加型のまちづくりとの関係，
技術者・研究者の役割等に触れる [8]。最後に，「音
のユニバーサルデザイン」では，視覚障害と聴覚障
害の特徴を整理し，バリアフリーとユニバーサル
デザインなど用語の定義と関連付けを行うと同時
に，それらを土台にして音環境や音利用の現状を
検討し，「音のユニバーサルデザイン」を実現する

ための課題を明らかにする [9]。

3. お わ り に

音バリアフリーに関する研究には，分野横断的
なアプローチが必要である。それぞれの分野での
発展に加え，今までは個々の分野で議論されてき
たことが分野をまたがって統合されることで，新
しく展開されていくことに期待したい。
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